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＜はじめに＞

光触媒を環境浄化などに適用する研究は、古くからなされている。

これに対して、環境汚染物質の酸化的除去の主役となる分子種とその

生成．消失に関しては比較的研究例が少ない。環境浄化のための光触

媒について、光反応の機構を解明することは適用範囲の拡大などにお

いて重要である。

本研究では、酸化チタン[TiO2]およびバンジン酸ピスマス[BiVO4]

を光触媒として選択し、金属銀[Ag]、酸化銀(1)[Ag20]、酸化銀(I1)

[AgO]の担持効果について検討した。その結果、活性酸素種の生成が

確認された。

活性酸素種（ヒドロキシ・ラジカルやスーパーオキシド・アニオン

ラジカル）や分子状酸素（02）は不対電子をもつので、外部磁場の存

在下でエネルギー準位の分裂（ゼーマン分裂）がおこる。従って、外

部磁場の印加により、活性酸素種の関与する反応について、反応速度

や反応収量を変化させることが可能になる。本研究では、強度75ガウ

スの磁場存在下で、活性酸素の生成量を次頁に示した装置により検討

したが、明確な外部磁場効果は認められなかった。
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